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そこで、本課題では、大麦の品質や栽培に関する研究者と国内の大麦育種機

関が結集して、味や色相等の麦茶や炊飯麦の嗜好性に関わる品質形成要因を解

明し、それに基づいた消費者嗜好性の高い有望系統を着実に開発するととも

に、優れた品質を発揮・安定化させるための栽培法の確立に取り組んだ。その

結果、オオムギ縞萎縮病およびオオムギ萎縮病に抵抗性で安定多収の麦茶用大

麦新品種「カシマホープ」を育成した。さらに、新配付系統として、麦茶用 1

系統、主食用 8系統を開発し、それぞれ普及が想定される県への配付を行った

ほか、今後の品種化が期待できる多くの有望系統を開発した。また、上記系統

の育成と並行して、麦茶用大麦の高品質栽培法の確立を行うとともに、麦茶お

よび炊飯麦の嗜好性に関わる品質・成分についての解析や実需者評価を重ね、

今後の育種選抜に活用できる多くの成果を得た。 

２ 研究開発の主要な成果 

１）本研究で育成された品種

「カシマホープ」(関東皮 106 号)（農研機構作物研究部門） 

土壌伝染性のウイルス病害であるオオムギ萎縮病およびオオムギ縞萎縮病に抵抗

性を有し、関東から東海向けの麦茶用六条皮性大麦の新品種である。近年、麦茶用

大麦需要が急増する中で、主要品種のオオムギ萎縮病と縞萎縮病による減収が問題

となっており、両病害に抵抗性の品種が強く求められている。「カシマホープ」はオオム

ギ縞萎縮病だけでなくオオムギ萎縮病にも抵抗性を示す（表 1、図 1）ため、病害発生

地域でも減収しにくく、安定した収量が見込まれる（表 2、表 3）。「カシマホープ」は「カ

シマゴール」と収穫期や多収性、麦茶加工適性は同等でありながら、オオムギ萎縮病

とオオムギ縞萎縮病の両方に抵抗性で、「カシマゴール」よりも倒伏しにくく、稈が折れ

にくく、整粒歩合が高いなどの点で優れている。 

表１ 「カシマホープ」の病害抵抗性・障害耐性 

注１） 2016～2023 年度の特性検定および、2019～2023 年度の育成地（農研機構作物研究部門）の茨城県つくば

市における畑圃場でのドリル播き標肥栽培試験による判定。 

２）病害抵抗性および耐倒伏性は極強～極弱の 7 階級で、稈の折れやすさは極難～極易の７階級で評価。

Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型

カシマホープ 極強 極強 極強 極強 強 難

カシマゴール 極強 極強 極強 やや弱 やや強 やや難

カシマムギ 弱 弱 やや強 弱 中 易

耐倒伏
性

オオムギ縞萎縮病抵抗性 オオムギ
萎縮病
抵抗性

稈の折
れやす

さ
品種名
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図 1 オオムギ縞萎縮病およびオオムギ萎縮病の発生圃場における 

両病害の発生状況 

上：カシマムギ（両病害に罹病性）、下：カシマホープ（両病害に抵抗性）  

表２ オオムギ縞萎縮病およびオオムギ萎縮病が発生しない圃場における「カシマホ

ープ」の生育・収量特性 

注１） 育成地の茨城県つくば市における、畑圃場でのドリル播標肥栽培の 2019～2023 年度の平均値。 

２） 整粒は、ふるい目 2.2mm のふるい上に残った粒を指す。整粒歩合は、ふるい前の麦の重さに対する整粒の

重さの割合。整粒重は 10a 当たりの整粒の重さ。 

表３ オオムギ縞萎縮病およびオオムギ萎縮病が発生する圃場における「カシマホー

プ」の生育・収量特性 

注１） 育成地の茨城県つくばみらい市における、水田圃場での条播標肥栽培の 2021～2023 年度の平均値。 

２） 調査方法等は表２と同じ。

カシマホープ 4/7 5/24 83 4.9 534 86.2 453 99

カシマゴール 4/8 5/24 85 4.7 635 81.6 458 100

カシマムギ 4/6 5/23 84 5.0 557 88.6 412 90

整粒重
(kg/10a)

出穂期
(月/日)

成熟期
(月/日)

品種名
整粒歩

合
(%)

対標準
比
(％)

稈長
(cm)

穂長
(cm)

穂数

(本/m2)

カシマホープ 4/2 5/14 84 4.1 471 81.2 409 196

カシマゴール 4/3 5/14 68 4.4 522 63.5 209 100

カシマムギ 4/4 5/14 51 4.1 286 69.3 68 33

品種名
整粒重

(kg/10a)

対標準
比
(％)

穂数

(本/m2)

整粒歩
合
(%)

出穂期
(月/日)

成熟期
(月/日)

稈長
(cm)

穂長
(cm)
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２）有望系統 

 今後、品種化・実用化あるいは優良母本としての活用が見込まれる主な系統は以下

の通りである。 

 

縞萎縮病等に抵抗性を持ち、加工適性の高い麦茶用大麦系統の開発(農研機構作

物研究部門) 

関東皮 112 号（麦茶用、縞萎縮・萎縮病耐性、高麦茶加工適性系統、カシマムギ後

継候補） 

つ系 002-su（麦茶用、多収、縞萎縮・萎縮病耐性、カシマムギ後継候補） 

つ系 013-su（麦茶用、多収、縞萎縮・萎縮病耐性、カシマムギ後継候補） 

 

大麦の色相や食味等の品質形成要因解明のための系統養成と試料提供 

（①寒冷地向け大麦系統）(農研機構中日本農業研究センター) 

北陸皮糯 81 号（主食用、高白度、良食味のもち性系統、はねうまもち後継候補） 

 

（②東日本向け六条大麦系統）(長野県農業試験場) 

東山皮糯 120 号（主食用、色相、収量性が優れるもち性系統、ホワイトファイバー後

継候補） 

東山皮糯 121 号（主食用、色相、収量性が優れ秋播型のもち性系統、ホワイトファイ

バー後継候補） 

東山皮糯 122 号（主食用、色相、収量性が優れるもち性系統、ホワイトファイバー後

継候補） 

 

（③東日本向け二条大麦系統） (栃木県農業総合研究センター) 

栃系 402、栃系 403（主食用、低褐変、高品質、多収、もち絹香後継候補） 

 

（④西日本向け二条大麦系統）(農研機構九州沖縄農業研究センター) 

羽系 B1157、羽系 B1158（主食用、もち性、くすもち二条後継候補） 

 

（⑤裸麦系統）(農研機構西日本農業研究センター) 

仙系 SI1145（主食・新規用途用、高βグルカン含量多収裸麦） 

  

機密性２
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３）開発系統の地域適応性栽培試験 

茨城県農業総合センター農業研究所では、農研機構作物研究部門で育成された

育成系統について、各年 3～8 系統の地域適応性試験を実施した。5 年間で 12 系統

の評価を実施し、「関東皮 112 号」を有望として奨励品種決定調査に移行し、１系統を

再検討とした。 

愛知県農業総合試験場では、農研機構作物研究部門で育成された育成系統につ

いて、各年 4～5 系統の地域適応性試験を実施した。5 年間で 8 系統の評価を実施

し、「カシマホープ」（関東皮 106 号）を有望とした。 

 

４）麦茶用大麦の高品質栽培法の確立（農研機構中日本農業研究センター） 

（１）穂ぞろい期追肥は麦茶用大麦のタンパク質含有率と千粒重を高め、麦茶用原

料麦の安定供給に寄与すると示された。生育後期重点施肥は子実タンパク質含有率

を高めたが麦茶加工適性に及ぼす効果は小さく、遅れ穂の発生を助長し、麦茶用大

麦の施肥法として望ましくないと考えられた。「カシマホープ」の品種特性や高品質栽

培法について解説したパンフレットを作成した。詳細は別添資料２のとおり。 

（２）成熟後に稈が折損しやすい麦茶用六条大麦品種「カシマムギ」は，折損しにく

い「カシマゴール」より稈の表皮細胞層が薄く、リグニン含有率が低かった。また、稈の

含水率の低下が早く乾物減少量が大きいことにより，挫折時モーメントが大きく低下す

るため成熟後に折損しやすいと示された。 

 

「カシマムギ」と「カシマゴール」の第 1 節間の横断面 

出穂 23 日後にサンプリングして撮影。第 1 節間中央の横断面の徒手切片を作成し、フロログルシン塩酸で染色し

て、研究用正立顕微鏡 ECLIPSE Ni (Nikon 社) にて倍率 200 倍で観察。黄色の括弧が表皮細胞層。 

 

５）麦茶の焙煎色や香味に及ぼす品質形成要因の解明（農研機構食品研究部門） 

麦茶粒・粉の明度、麦茶の水色、可溶性固形分、pH と香気成分は焙煎度に従って

変化するが、同一焙煎条件では原麦のタンパク質含量が高いほど麦茶液香気成分の

カシマゴール

機密性２
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ピラジン類（香ばしい香り）が多く、フルフラール（甘い香り）は少なくなり、風味に影響

することが示唆された。穀皮の有無は麦茶の色相、可溶性固形分及び麦茶液の香気

成分組成に影響することが示唆された。 

原麦のタンパク質含量と麦茶抽出液の香気成分との関係 

2022 年産原麦を焙煎した麦茶粒 5g を沸騰水 180ml で煮出し、 

濾過した麦茶抽出液の香気成分を GCMS で分析した。

６）炊飯麦の食味に及ぼす物性や成分特性の解明（農研機構食品研究部門）

（１）炊飯麦の食味のうち、食感と味は年次相関が高かった。モチ性はウルチ性に

比べ炊飯粒が柔らかく粘りが強い。モチ性の炊飯麦はウルチ性に比べ、苦味、酸味、

えぐ味等で味が劣るものが多いが、味の評価と pH は搗精麦のリンゴ酸含量と負の相

関があり、リンゴ酸が食味低下の一因と考えられる。 

（２）搗精麦を冷蔵と 40℃で 5 か月間貯蔵すると、40℃では特にモチ性の炊飯香気

に油臭さが目立ち、hexanal、2,4-nonadienal、2-butyl-2-octenal を始めとする香気が

顕著に増加した。ウルチ性でも同様の傾向はあるが変化が小さかった。遊離脂肪酸は

炊飯時の悪臭成分の前駆物質と考えられるが、古麦や搗精歩合が大きい搗精麦に多

く含まれる傾向がみられた。 

７）主食用大麦の食味や色相に及ぼす形質評価（農研機構西日本農業研究センター、

長野県農業試験場、農研機構九州沖縄農業研究センター） 

（１）多波長画像解析(VideometerLab)により、精麦粒の糠層残存度や黒条線、

硝子率の評価、異常粒の原因解析が可能となった。精麦粒の糠残存率は食味関連

形質と一定の相関があることを明らかにした。外観品質の優良系統を選抜し、極

高β-グルカン系統は品質が劣る傾向を確認した。黒条線の単離評価から、低褐

変性の品種は明度が高く、極高βグルカン含量系統では黒条線が濃く太くなる

機密性２
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特徴が見られた。 

（２）炊飯麦の官能検査で、「ハルヒメボシ」は胚乳の色，黒条線の細さ，やわ

らかさおよび総合評価が優れることを明らかにした。 

 

８）開発系統の実需者加工試験 

（１）麦茶実需者評価（(株)常陸屋本舗、福玉米粒麦(株)、(株)小谷穀粉） 

農研機構作物研究部門で育成された育成品種・系統について、各年・各社 5～14

点の麦茶焙煎加工試験を実施し、5 年間でのべ 132 点の実需者評価を実施した。評

価結果は育成地における有望系統選抜に活用された。 

（2）精麦実需者評価（(株)はくばく、永倉精麦(株)、阿部精麦(株)、石橋工業(株)） 

農研機構中日本農業研究センター、長野県農業試験場、栃木県農業総合研究セ

ンター、農研機構九州沖縄農業研究センター、農研機構西日本農業研究センターで

育成された育成系統について、各年・各社 4～12点の精麦加工試験を実施し、5年間

でのべ 149点の実需者評価を実施した。評価結果は育成地における有望系統選抜に

活用された。 

 

３ ２の成果の実用化・普及に向けての今後の展開 

本課題で育成した「カシマホープ」は多くの県で有望視されている。茨城県

では、2025 年産で県内約 844ha 普及している「カシマゴール」に代わる品種として、

「カシマホープ」を 2026 年 4 月から奨励品種として採用する予定である。また、「カ

シマホープ」の品種特性や高品質栽培法について解説したパンフレットは web

上で公開され、誰でも閲覧可能になる予定である。2025 年産の関東東海地域に

おける麦茶用品種の作付面積は約 1,500haであり、今後、茨城県内での作付面積の

回復に加え、関東東海地域の平坦地で現行麦茶用品種から「カシマホープ」への置

き換えや作付拡大が進めば、「カシマホープ」の作付面積は 1,500ha 以上に拡大す

る可能性がある。これにより、国産麦茶用大麦の安定生産と供給に貢献すると考えら

れる。 

「北陸皮糯 81 号」は、北陸・東北向け高嗜好性もち品種の「はねうまもち」後継とし

て、「栃系 402」や「栃系 403」は、温暖地向け低麦臭・低褐変もち性品種「もち絹香」

後継として、「関東皮 112 号」は、関東向け高麦茶適性品種「カシマムギ」後継として

有望視されている。、今後、各県での奨励品種決定調査とともに、普及予定地域の

現地試作や加工試験、実需者評価等を通して、これらの系統の品種登録の可否を

検討する予定である。 

本課題では、大麦の品質や栽培に関する研究者、国内の育種機関、普及を担

う地域の公設試験場、ならびに実需者が連携・結集した体制を構築し、課題推

進を行ってきた。今後は、本課題で開発した品種「カシマホープ」の普及拡大、開

機密性２
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発した有望系統の品種化と普及推進、高品質多収栽培技術の開発、嗜好性に関わ

る品質・成分の解析と活用など、本課題で得られた成果の普及・実用化をさらに推し

進める。このためには、本課題で構築した連携体制をさらに密にし、高度な分析技術

による品質評価、DNA マーカー等の育種技術も駆使した効率的・効果的な系統選

抜、育種支援機関による栽培試験および地域適応性検定試験、実需者による加工

適性評価を実施し、一体的な課題推進に継続して取り組むことが重要と考えられる。 

 

４ ２の成果の波及効果及び国民生活への貢献 

本課題で開発した大麦新品種や今後品種化を進める有望系統は、現在作付け

され、普及している現行品種に比べて、オオムギ縞萎縮病やオオムギ萎縮病など

の耐病性、稈折損や倒伏などの障害耐性、収量性や原麦品質に加え、麦茶加工適

性や炊飯麦の色相や食味などの消費者嗜好性に優れている。また、品質や栽培の

研究者も参画し、高品質栽培法の確立や、嗜好性に関わるいくつかの重要な品質

特性を解明した。実需者による早い段階からの加工適性評価も実施している。こ

れらの成果によって、生産者・実需者・消費者の求める優良品種が速やかに普及

することにより、生産現場の生産性や収益性が向上し、実需者の求める高い加工

適性と、高い消費者嗜好性を満たし、大麦の魅力を一層高める国産大麦の生産が

可能となる。これにより、国産大麦の需要拡大と、安定的な需給・増産、食料自

給率向上が実現し、さらには、「食料・農業・農村基本計画」の大麦の生産努力

目標の２６万トンの達成と、基本理念である「国民一人一人の食料安全保障の確

立」に貢献することができる。 
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５ 関係資料（別添） 

別添資料１ 高嗜好性大麦進捗状況（事業完了） 

別添資料２ 「カシマホープ」栽培パンフレット 
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研究開発テーマ：

初年度 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

研究開発の実
施目標

麦茶用の有望系統の開発で
は、開発中の多数の系統か
ら収量や耐病性、加工適性
に関わる品質の評価に基づ
いて系統を選抜する。
主食用大麦の食味改善で
は、食味に関する品種間差
や貯蔵による違いを明らか
にするとともに、食味改良
に役立つ育種素材の選定を
進める。

麦茶用の有望系統の開発で
は、主産県における地域適
応性栽培試験の成績と実需
者による予備的な加工適性
評価を反映した系統選抜を
進める。
主食用大麦の食味改善で
は、糠層の残存程度と食味
の関係を明らかにする。

麦茶用の有望系統の開発で
は、主産県における地域適
応性栽培試験と実需者によ
る加工適性評価を反映した
優良系統の選抜をさらに進
めるとともに、品質の向上
と安定化のための栽培法を
開発する。
主食用大麦の食味改善で
は、食味に関わる成分を特
定する。

麦茶用の有望系統の開発で
は、主産県における地域適
応性栽培試験と実需者によ
る加工適性評価を反映し、
令和６年度までに有望系統
を絞り込む。
主食用大麦の食味改善で
は、嗜好性に関わる色相や
食味が優れる育種素材を選
定する。

麦茶用大麦の有望系統開発で
は、収量や耐病性に優れ加工適
性も備えた新品種候補となる系
統を確実に選定し、奨励品種決
定調査に供試する。
主食用大麦の食味改善では、食
味に関わる要因や成分を明らか
にし、育種ならびに加工面での
改善に役立てる。

研究開発の進
捗状況

麦茶用の有望系統の開発で
は、開発中の３６系統から
収量や耐病性、麦茶適性に
関わる品質について調査を
行い、９系統を選抜した。
主食用大麦の食味改善で
は、もち性品種で酸味が強
い傾向にあり、原料麦の貯
蔵温度が食味に影響するこ
とを明らかにした。

麦茶用の有望系統の開発で
は、昨年選抜した9系統に
10系統を加えた19系統か
ら、収量や耐病性、品質試
験、地域適応性栽培試験、
実需者加工適性評価によ
り、有望な12系統を選抜し
た。
主食用大麦の食味改善で
は、多波長画像解析装置に
よる精麦粒の糠残程度を評
価したところ、既存の精麦
評価形質と一定の関係性が
あるものの今後継続検討す
る必要がある。

麦茶用系統の開発では、地
域適応性試験と加工適性評
価で有望系統を５系統前後
に絞り込むとともに、
多波長画像解析装置による
糠層と黒条線の残存程度の
品種間、産地間、精麦会社
間の差異を明らかにした。
主食用大麦の食味改善で
は、酸味が強く味の評価が
低い品種・系統はリンゴ酸
を多く含む傾向がみられ
た。

麦茶用系統の開発では、地
域適応性栽培試験と実需者
による麦茶加工適性評価に
より有望系統を２-３系統に
絞り込み、特に有望な系統
について大規模加工試験供
試のため品種登録出願し
た。
炊飯麦の官能検査で「ハル
ヒメボシ」は黒条線が細く
て優れ、複数年で安定的に
官能評価が高いことを明ら
かにした。
食味関連形質の評価・解析
を行い、多波長画像解析装
置で評価した精麦粒の糠残
存率は食味関連形質と一定
の相関があることを明らか
にした。

麦茶用大麦の有望系統開発で
は、昨年度品種登録出願した
「カシマホープ」（関東皮106
号）の大規模加工試験を実施す
るとともに、新品種候補となる
特性が優れる１-２系統を選定
した。
主食用大麦の食味の改善では、
食味に関わる要因や成分を解明
し、食味改良のための育種素材
を開発した。
多波長画像解析装置で評価した
精麦粒の糠や黒条線残存程度に
ついて食味関連形質との関係性
を集約した。

機器の整備状
況

主食用大麦の精麦品質の数
量的評価のための多波長画
像解析装置
(VideometerLab4)をリース
方式で整備し、食味に関わ
る糠層の残存程度の評価等
への活用を開始している。

多波長画像解析装置を活用
した糠層の残存程度に関す
る定量的評価法を確立し
た。

多波長画像解析装置による
糠層と黒条線の残存程度の
定量的評価法により、食味
関連成分の解明の試みに活
用した。

多波長画像解析装置による
糠層と黒条線の残存程度の
定量的評価法により精麦加
工適性と食味に優れる育種
素材の評価に活用した。

多波長画像解析装置による糠層
と黒条線の残存程度の定量的評
価法により精麦加工適性と食味
に優れる育種素材の選定に活用
した。

成果及び
今後の課題等

麦茶用系統として「関東皮
106号」を、主食用もち性
系統は「四国裸糯139号」
と、新配付系統として「四
国裸糯143号」を関係各県
での奨励品種決定調査や地
域適応性検定試験に供試し
た。
品種や製品によって搗精後
の糠の残存程度には違いが
あり、それが食味にも影響
する可能性が大きいこと、
味覚センサーによる解析で
は大麦は米に比べて酸味が
強く、それにはリンゴ酸が
関与する可能性が大きいこ
とを明らかにした。

主食用もち性系統として
「栃木二条糯59号」を新配
付系統として関係県での奨
励品種決定調査に供試開始
した。
主食用大麦について、リン
ゴ酸含量には大きな品種間
差が見られるとともに原麦
と精麦の含量には相関があ
ること、精麦の高温貯蔵に
より炊飯後の油臭さが目立
ち、ヘキサナールなどの成
分が顕著に増加することを
明らかにした。

学会発表：
神山（2022）日本食品科学
工学会第69 回大会「精麦
の貯蔵温度が炊飯香気に及
ぼす影響」
神山（2023）日本農芸化学
会2023年度大会「大麦の穀
皮が麦茶品質に及ぼす影
響」

麦茶用系統として「関東皮
112号」を、主食用もち性系
統として「北陸皮糯81
号」、「東山皮糯122号」を
新配付系統として関係県で
の奨励品種決定調査に供試
開始した。
原麦蛋白質含量が高いほど
麦茶液香気成分のピラジン
類（香ばしい香り）は多
く、フルフラール（甘い香
り）は少なくなり、風味へ
影響することが示唆され
た。

学会発表・論文など：
Kohyama & Yanagisawa
(2024) Effects of the
waxy genotype and storage
temperature of pearled
barley on the volatile
compounds after cooking.
Food Sci. Technol. Res.
松山ら(2023)日本作物学会
講演会「成熟後に折損しや
すい麦茶用大麦品種カシマ
ムギの稈の特徴」

麦茶用系統として、実需者
評価が高く、茨城県で有望
視される「関東皮106号」を
品種化した。
麦茶用大麦の施肥法開発お
よび成熟後稈折損の品種間
差異について論文公表し
た。

学会発表・論文など：
松山ら（2025）日作紀「成
熟後稈折損しやすい六条オ
オムギ品種「カシマムギ」
と 折損しにくい「カシマ
ゴール」の稈の特性の比
較」
天野ら(2024)育種学会講演
会「大麦のリンゴ酸含量に
関する遺伝的変異」
神山ら（2025）日本農芸化
学会2025年度大会「施肥条
件が異なる原料大麦のタン
パク含量と麦茶品質との関
係」

麦茶用有望系統では、昨年度出
願した「カシマホープ」（関東
皮106号）の茨城県における奨
励品種採用が決定した。また、
「カシマホープ」の品種特性や
高品質栽培法について解説した
パンフレットを公表予定。地域
適応性試験に優れた系統につい
ては、次年度以降、新配付系統
として奨励品種決定調査に供試
する予定。

学会発表・論文など：
神山ら（2026）日食科工誌「原
麦のタンパク質含量が麦茶の香
気成分に及ぼす影響」
松山ら(2026)日作紀「水田転換
畑における生育後期重点窒素施
肥と穂ぞろい期窒素追肥が麦茶
用オオムギ品種「カシマムギ」
と「カシマゴール」の収量およ
び麦茶加工適性に及ぼす影響」
神山ら（2025)日本食品科学工
学会第72回大会「炊飯大麦の食
味と有機酸との関係」

備　　考

麦茶用大麦の主要産地２県
および国内の代表的な麦茶
製造会社３社と連携して、
普及予定地での栽培適応性
と麦茶加工適性の評価によ
り開発の早い段階から有望
系統を的確に選定できる体
制を整えた。
主食用大麦の食味改善のた
め、国産および外国産から
なる標準サンプルを選定し
品種育成機関が共通の材料
で食味評価を行える体制を
整えた。

本事業で構築された実需者
と育成地、主要産地県との
連携をさらに密に強め、予
備試験など早い世代の系統
から効率的に加工適性およ
び栽培性が高い有望系統が
選定できた。

本事業で構築された実需者
と育成地、主要産地県との
連携をさらに進め、早い世
代から効率的に選定された
加工適性および栽培性が高
い有望系統の評価を蓄積す
るとともに、特に有望系統
には地方系統番号を付与し
て奨励品種決定調査に供試
した。

本事業で構築された実需者
と育成地、主要産地県、実
需者団体との連携により、
特に有望な系統について品
種登録出願した。

本事業で構築された実需者と育
成地、主要産地県、実需者団体
との連携により、本事業で育成
した品種の奨励品種採用が決定
した。

青色：特筆すべき成果 茶色：麦茶用品種・系統 緑色：主食用もち性系統

国 内 産 麦 の 研 究 開 発 支 援 事 業 の 進 捗 状 況

研究代表者：　高橋 飛鳥　　　　　　　　　　　　 

（令３－２）国産大麦需要拡大のための消費者嗜好性に優れる麦茶用等の大麦品種育成に向けた有望系統開発



オオムギ縞萎縮病と
オオムギ萎縮病に強い
温暖地向け麦茶用六条大麦新品種

「カシマホープ」

系譜と形態的特性
「カシマホープ」は「カシマゴール」を母，「カシマゴール」とオオムギ縞萎縮病・オオムギ萎縮
病・うどん粉病抵抗性を有する「関系b564」のF1を父とする品種です．粒の大きさは「カシマ
ゴール」よりやや大きいです．

発育特性と収量特性
「カシマホープ」の秋播性程度は「カシマゴール」と同じⅠで，発育特性は同様です．また，「カ
シマホープ」は「カシマゴール」より穂数は少ないですが，一穂当たりの粒数は多く，千粒重はや
や重く，整粒歩合は高く，収量は同等です．

※発育特性は，農研機構水田圃場
（つくばみらい市）における調査
データ．
※収量特性は，農研機構畑圃場（つ
くば市）における調査データ．子実
重は粒厚2.2mm以上の整粒の重さ．

←株

↓穂と子実

１

カシマホープ カシマゴール カシマムギ

（標準） （比較）

カシマホープ カシマゴール カシマムギ

（標準） （比較）

秋播性程度 茎立期 出穂期 穂ぞろい期 成熟期

カシマホープ I 3月3日 4月3日 4月7日 5月15日

（標準）カシマゴール I 3月5日 4月3日 4月7日 5月15日

（比較）カシマムギ I 3月7日 4月3日 4月7日 5月15日

1m2あたり

穂数

1穂あたり

粒数
千粒重 (g)

整粒歩合

(%)

子実重

(kg/10a)

カシマホープ 534 25.6 33.2 86.2 453

（標準）カシマゴール 635 22.1 32.6 81.6 458

（比較）カシマムギ 557 21.3 34.7 88.6 412
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病障害への抵抗性
「カシマホープ」はオオムギ縞萎縮病I～Ⅲ型に抵抗性があることに加え，オオムギ萎縮病に

も強く，これらのウィルス病に汚染された圃場でも作付けが可能な品種です．

麦茶適性
子実の充実と関係する容積重は「カシマホープ」と「カシマゴール」でほぼ同等です．麦茶の

香りの元になるとされるタンパク質含有率や，焙煎加工適性，麦茶粒の外観なども概ね同等です．

※麦茶粒と粉の色調は色彩色差計を用いて明度（L*値）として測定し，値が小さいほど色づきが良いことを示す．
麦茶液の吸光度は分光光度計を用いて440nmの波長で測定．

オオムギ縞萎縮病，オオムギ萎
縮病が発生する圃場ではカシマ
ゴールとカシマムギは減収．

カシマホープ カシマゴール

↓オオムギ萎縮病発生圃場での作物体 茨城県筑西市にて撮影．

※農研機構水田圃場（つくばみらい市）における調査データ．基肥は10aあたり窒
素を3.7kg，リン酸を2.7kg，カリを1.8kg，茎立期追肥は窒素を2.0kg施用した．

２

※成熟後稈折損とは「カシマムギ」で多発する成熟後の稈の折れで，多発すると刈り取りが困難になる．

カシマホープ カシマゴール
（標準）

↓焙煎した麦茶粒 ↓麦茶液の抽出試験

また「カシマホープ」は，「カシマゴール」よりやや短稈で稈は太く，耐倒伏性が高いです．
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カシマホープ カシマゴール

←圃場での
倒伏程度

農研機構
畑圃場

（つくば市）
にて撮影．

Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型

カシマホープ 極難 極強 極強 極強 極強 やや弱 やや強 難 強

（標準）カシマゴール 難 極強 極強 極強 やや弱 やや弱 強 やや難 やや強

（比較）カシマムギ 難 弱 弱 やや強 弱 やや弱 中 極易 中

耐倒伏性
赤カビ病

抵抗性

オオムギ縞萎縮病抵抗性
穂発芽性

オオムギ

萎縮病抵

うどん粉

病抵抗性

成熟後稈

折損性

容積重 (g/L)
子実タンパク

含有率 (%)

麦茶粒の

明るさ (L*値)

麦茶粉の

明るさ (L*値)

麦茶液の

吸光度

麦茶液の

Brix値

カシマホープ 731 12.7 27.2 33.9 0.64 0.53

（標準）カシマゴール 733 12.6 26.8 33.6 0.7 0.56

（比較）カシマムギ 726 12.7 27.6 33.9 0.62 0.42
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収穫節間伸長期
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11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

カシマゴール

関東皮106号

「カシマホープ」の栽培暦

苗立ち数の目安
1m2あたり150～180本

多収を得るための
最高茎数の目安

1m2あたり900～1000本

収穫期の穂数の目安
1m2あたり450～500本

1
m

2
あ

た
り

茎
数

基肥施用

適期播種

播種後除草剤
の散布

麦踏
1回目

麦踏
2回目

茎立期
3月上旬

最高分げつ期
2月下旬～3月上旬

茎立期追肥の目安：
N 4kg/10a

出穂期
4月上旬

穂ぞろい期
追肥

穂ぞろい期追肥の目安：
N 4kg/10a

赤かび
病防除
1回目

赤かび
病防除
2回目

適期収穫
成熟期
5月下旬

カシマゴール

カシマホープ

収量構成の目安 カシマホープ カシマゴール

10aあたり子実重 500 kg 500 kg

1m2あたり穂数 450 本 550 本

1穂収量（整粒） 1.1 g 0.9 g

1穂粒数 35 粒 30 粒

千粒重 33 g 32g

種子の準備

圃場の排水
対策

圃場の酸度
矯正 茨城県南部で

は11月中旬が
適期．

目標pH:
6.2～6.5

基肥量の目安：
N, P2O5, K2O
各6kg/10a

必要があれば
生育期除草剤
の散布．

播種量の目安：
6kg/10a程度．

３
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茨城県筑西市での「カシマホープ」栽培事例

１．圃場の準備

転換畑での「カシマホープ」栽培のポイント

麦茶用オオムギのほとんどは水田転換畑で栽培されていますが，麦は畑作物なので水田転換畑で
は生育が劣り，収量や子実品質が悪くなります．このため水田転換畑での栽培では，明渠，暗渠，
心土破砕，圃場の傾斜化など，状況に応じた排水対策を行います．また，大麦栽培に好適な土壌pH
は6.2～7.0です．酸性土壌の場合は石灰質肥料を投入して酸度を調整しましょう．

２．播種
「カシマホープ」は「カシマゴール」と比べて茎数が多くありません．茎数が少なくても多収な

ので播種量を多くする必要はありませんが，「カシマゴール」と同程度の播種量となるよう調整し
てください．また，近年は春の高温で登熟期間が短くなることがあります．出穂が遅れた圃場は減
収程度が大きくなるので，適期播種を心がけてください．一例として，茨城県南部での栽培の場合
の播種適期は11月中旬，播種量は6kg/10a程度です．

３．穂ぞろい期追肥
子実の品質を高めるためには穂ぞろい期の窒素追肥が必要です．穂ぞろい期に窒素追肥をすると，

子実タンパク質が増えて，麦茶粒と粉の色が濃くなり，品質がよくなります．また，千粒重が向上
し，細麦率を下げる効果も期待できます．穂ぞろい期の窒素追肥量は目安として，成分で4kg/10a
程度です．

L*値は小さい方が色づきが良いことを示します

2025年5月27収穫 全刈り収量 502kg/10a出穂期の穂数 1m2あたり約400本
※全刈り収量は茨城県農業総合センター農業研究所作物研究室による調査データ．水分12.5％に換算した値．

なし あり
穂ぞろい期追肥

※農研機構水田圃場（つくばみらい市）における調査データ．基肥として10aあたり窒素を6kg，リン酸を9kg，カリを6kg，
茎立期追肥として窒素を2kg施用し，穂ぞろい期追肥として窒素を4kg施用する区としない区を設けた．

なし あり
穂ぞろい期追肥

なし あり
穂ぞろい期追肥

なし あり
穂ぞろい期追肥

４

タンパク質が多いほど麦茶用大麦のランクが高くなります

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ
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また，近年は春の高温で登熟が早まる年が多く，穂ぞろい期の施用が遅れると効果が低くなり
ます．遅れないようにしましょう．

慣行施肥 生育後期
重点施肥

※農研機構水田圃場（つくばみらい市）における調査データ．慣行施肥では基肥として10aあたり窒素を6kg，リン酸を9kg，カリ
を6kg，茎立期追肥として窒素を2kg，穂ぞろい期追肥として窒素を4kg施用した．生育後期重点施肥では基肥として10aあたり窒素
を3.6kg，リン酸を9kg，カリを6kg，茎立期追肥として窒素を4.4kg，穂ぞろい期追肥として窒素を4kg施用した．遅れ穂発生程度は
達観で，0 (無) から5 (甚) の6段階で判定した．品種は「カシマホープ」．

４．生育後期重点施肥は遅れ穂の発生を助長
基肥を減らし，減らした分を分げつ期から茎立期にかけての追肥で施用する施肥法は，生育後

期重点施肥と呼ばれています．生育後期重点施肥は多収となることから，小麦や精麦用大麦の生
産現場で広く行われるようになってきています．「カシマホープ」も生育後期重点施肥によりや
や増収しますが，遅れ穂の発生が多くなってしまいます．遅れ穂が発生して粒ぞろいが悪くなる
と，焙煎の色づきにムラが出てしまい，麦茶の品質が悪くなります．生育後期重点施肥は麦茶用
大麦の栽培には適しません．

※農研機構水田圃場（つくばみらい市）における調査
データ．穂ぞろい期の窒素追肥は10aあたり成分で4kg．
品種は「カシマホープ」．

５．成熟後の雨濡れにより品質低下
収穫が遅れて穂が雨に濡れると，穀粒硬度が低下して粒が柔らかくなり，麦茶粒と粉の色づき

が悪くなることがあります．成熟後は遅れずに刈り取るようにしましょう．

〈種子に関するお問い合わせ〉

作物研究部⾨

研究推進部 研究推進室
渉外チーム

sh-www-nics@naro.go.jp

〈栽培に関するお問い合わせ〉

中日本農業研究センター

研究推進部 研究推進室
広報チーム

koho-carc@ml.affrc.go.jp

↓「カシマホープ」の遅れ穂
緑色の小さい穂が遅れ穂．正常に登
熟せず，粒が小さくなり，粒ぞろ
いが悪くなる．

↓穂ぞろい期の圃場
農研機構水田圃場（つくばみらい市）にて撮影．
2025年4月10日．

慣行施肥 生育後期
重点施肥

５

本研究の一部は，全国米麦改良協会「国内産麦の研究開発支援事業」における研究課題「国産大麦需要拡大のための消費者嗜好性に
優れる麦茶用等の大麦品種育成に向けた有望系統開発」（課題番号：令３－２（大麦））の支援を受けて実施しました．

9.1

11.5
10.9

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

子
実

タ
ン

パ
ク

質
含

有
率

％

なし 穂ぞろい期に 穂ぞろい期から
施用 2週間後に施用


